
平成２７年度 中毛地区小学校体育科授業研究会 レポート 

                              期 日：平成２７年１１月１８日（水） 

                              会 場：前橋市立下川淵小学校 

                              単元名：ボール運動（バスケットボール） 

                              指導者：関口 弘道 教諭 

 

 今年度の中毛地区授業研究会では、前橋市立下川淵小学校の関口弘道先生が授業提供をしてくださいました。

今回取り上げてくださったボール運動（バスケットボール）は、群馬県小学校体育研究会のＨＰで紹介されて

いる授業プログラムをアレンジした内容でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 準備運動を兼ねて、チームごとにドリル練習

を行っています。「ナイスシュート！」「ドンマ

イ！」とチーム意識が高まる声掛けや、「大きく

動いて！」「スペース広くつかって！」と技能面

のアドバイスもたくさんしていました。 

【左上】パス＆シュート練習 

【右上】ピボット練習 

【左】 どんどんパス練習（２対２） 

本時のめあての確認です。アウトナンバーゲームを行い、課題を明らかにしながら練習をし、

ゲームに活かせるようチームの課題解決方法の例を紹介しています。その後、アウトナンバー

ゲームを行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業研究会では、先生方が９班に分かれて班別協議を行いました。授業チェックリストを元に、「教師の相互

作用」、「学習環境」、「意欲的学習」、「授業の勢い」、「効果的学習」の観点から話し合いを深めました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全体発表後は、前橋市教委の奥田尚之指導主事より、「教え合い活動では、めあてに沿った声掛けが必要」な

ことや「授業始めの明確なめあての確認と、終わりの充実した振り返りが大切」なことなど、実戦に向けたご

指導を頂きました。 

この度の公開授業及び研究会は、私たちのよりよい体育授業の実践につながる、大変貴重な機会となりまし

た。授業を公開してくださった関口先生をはじめ、研究会開催にご尽力頂いた皆様に、心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

文責：川田 直樹（小体研事務局） 

チームミーティングでは、ゲームから課題を明らかにし解決方法をホワイトボードに書き込ん

でいました。それをもとにタスクゲームを行い、２度目のアウトナンバーゲームを行いました。 

班別協議の様子。提案された授業について、取り入れたい点や、さらに改善し効果的な授業に

するための方策など、忌憚ない意見交換の中から、よりよい指導に迫ろうとする先生方の熱意

が伝わってきた場面でした。 


